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生
産
性
向
上
（
標
準
時
間
設
定
）

生
産
性
向
上
は
対
象
工
場
に
お
い
て
ロ
ス
時
間
を
顕
在
化
し
、
削
減
し
、
ロ
ス
時
間
ミ
ニ
マ
ム
で
の
生
産
に
よ
り
、
効

率
を
向
上
す
る
方
法
で
す
。

対
象
に
よ
っ
て
、
設
備
生
産
性
と
労
働
生
産
性
が
あ
り
ま
す
。
自
動
化
が
進
ん
で
い
る
機
械
工
程
は
、
人
の
生
産

性
を
向
上
し
て
も
生
産
は
上
ら
な
い
場
合
が
多
く
、
設
備
生
産
性
中
心
で
管
理
し
ま
す
。
人
に
よ
る
加
工
、
組
立
等

の
工
程
で
は
、
労
働
生
産
性
中
心
の
管
理
が
さ
れ
ま
す
。
設
備
生
産
性
と
労
働
生
産
性
の
両
方
で
管
理
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
管
理
の
工
数
が
増
大
に
な
る
た
め
、
ど
ち
ら
か
一
方
で
管
理
さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

生
産
性
の
把
握
は
、
作
業
の
時
間
を
分
析
す
る
こ
と
で
求
め
ま
す
。
そ
の
際
に
分
析
対
象
作
業
に
応
じ
て
、
様
々

な
測
定
方
法
が
取
れ
ら
れ
ま
す
。
詳
細
な
動
作
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
動
作
分
析
か
ら
、
一
日
の
中
の
時

間
割
合
を
把
握
す
る
ワ
ー
ク
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ま
で
目
的
に
応
じ
て
採
用
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
ロ
ス
時
間
体
系
に
沿
っ
て

分
析
し
、
定
量
的
な
ロ
ス
の
内
容
と
割
合
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
を
削
減
す
る
方
法
を
発
想
し
、
実
施
に
も
っ
て
行
き

ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
生
産
性
管
理
で
継
続
的
に
測
定
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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要素動作要素作業単位作業工程名

停 滞

運 搬

一時停滞

ＡＢ組立

手を伸ばす

Ａ部品
取り付け

Ｂ部品
取り付け

Ａ部品セット

座金入れ

ボルトねじ込

Ａ部品を掴む

Ａ部品を運ぶ

Ａ部品組立て

Ａ部品を放す

ワーク
サンプリング

作業分析 動作分析

対象工場設定

生産時間の体系化

生産性のロス体系化

生産工程確認

生産時間測定方法の
設定と測定

生産時間の整理と生産
性の実態把握

生産ロスの顕在化と問
題の抽出

改善案の発想と評価、
組合せ

生産性向上効果の推
定と投資採算計算

実行計画

生産性概念
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